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る｡血液中のHbは, 酸化状態 (酸化 Hb)と脱酸化状
態 (還元Hb)で近赤外線に対する吸収特性が異なる｡
そのため, 頭皮 ⑳頭蓋骨を透過し大脳で反射してきた光






























閉目艮 開眼 RDS 開眼 開眼 RDS 関目艮アンケー ト安静 安静 呈示 安静 安静 呈示 安静


















認識時 (bl)),認識後 60秒 (b2),呈示後の開眼安静
60秒間 (C)の加算平均を行った｡対照実験では,開眼
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- 右前額部 - 左前額部 右後頭部 左後頭部
60 120
図3被験者迅酸化Hb濃度変化量
(上 :配Ds呈示 下 :開眼-開眼安静)
表 1 鼠Ds呈示実験の相関係数表
被験者A 被験者 B
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